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論 文 の 内 容 の 要 旨

鳥マラリアは,〃∂ぶ仇り〟〟肝属の血液原虫に起因する鳥類の蚊媒介性感染症である｡日本で

は,野鳥における鳥マラリア原虫の感染保有状況などに関する断片的な報告はあるが,その

感染環については不明な点が多い｡近年国内動物園の飼育鳥類では鳥マラリア原虫感染によ

る重症例や死亡例が報告されており,その背景にわが国の野生鳥類群集における鳥マラリア

原虫の感染環の存在が示唆されている｡本研究では,日本の野生鳥類群集における鳥マラリ

ア原虫の基本的な感染環を明らかにする目的で,野外捕躯蚊からの鳥マラリア原虫検出およ

び吸血源動物同定をPCR法により行った｡

第一帝ではPCR法を用いて蚊の腹部と胸部を分けて鳥マラリア原虫を検出することにより.

蚊体内における鳥マラリア原虫の発育段階が推測可能であるかを調べるため,人為的に感染

させた蚊を用いた検証実験を行った｡また,PCR法による吸血源動物の同定が,吸血後何日

目まで可能であるかも併せて検討した｡〃∂ぷ肘〟Ⅷgaノノ血∂Ce〟抑に感染したニワトリを,本

原虫のベクターであるネッタイシマカと,非ベクターであるアカイエカに吸血させ,吸血後

経過日数に応じて,腹部･胸部からの本脱虫迫伝子の検出を行いその結果を2相聞で比較し

た｡吸血源動物同定は,鳥頬のcγねcカr甜eム(cγと劫逝伝子特典的プライマーを用いたPCR

法で行った｡ニワトリ迫伝子は両椎ともに吸血後3日目まで検出可能であった｡.臨マラリア

原虫の検出は,neSted-PCR法を用いて一島マラリア原虫のcyt b逝伝子の部分配列を増幅して
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行った｡ネックイシマカでは,本原虫出伝子は吸血後8日目までは腹部からのみ検出され,

それ以降は腹部･胸部の両方から検出された｡この結果は,中腹哩のオーシスト,および唾液

腺内スポロゾイトの轍徴銘観察結果と一致した｡一方,本原虫の非ベクターであるアカイエ

カでは,吸血後3日目まで腹部から木原虫迫伝子が検出されたが,4日目以降の検出率は著

しく低下し,疏微鏡下でもオーシストやスポロゾイトは確認されなかった｡以上の結果より,

PCR法による蚊の腹部と胸部からの鳥マラリア掠虫迫伝子検出法が,蚊体内における烏マラ

リア原虫の発育段階を評仙ける上で有用であり,野外捕集蚊の調査に適用可能であることが

証明された｡

第二帝では野外における鳥マラリア原虫の感染経路を調べるために,東京都立林試の森公

園にて2007年4月～12月の間,遡2～3回,日の出後1時間にわたり捕虫網を用いた蚊採集

を行った｡形憶的特徴に基づき椰同定された11種の蚊のうち,秋季に発生ピークがあり,

その吸血晴好性や′Iニもマラリア原虫のベクタ⊥としての情報が師､,ヤマトクシヒゲカについ

て解析を行い,本種の鳥マラリア原虫のベクターとしての可能性について検討した｡吸血蚊

21匹中,吸血源同定に成功したのは15匹で,このうち13匹は野鳥類を吸血しており,

木椰は鳥類を主な吸血源としていることが分かった｡〃∂5仰の〟〟原虫逝伝子は,非吸血蚊か

らは検出されなかったが,3匹の吸血蚊の腹部から検出され,それぞれハシブトカラス,シ

ジュウカラ,シロハラを吸血していた｡これら3検体から得た鳥マラリア原虫のcγとム避伝

子の部分塩基配列をGenBankデータベースの配列と比較した結果,2系統は野鳥から検出さ

れた鳥マラリア原虫の配列と一致したが,1系統は一致する配列がなく固有の塩基配列であ

った｡ヤマトクシヒゲカの主な吸血源が鳥類であり,宿主鳥類を吸血した蚊から鳥マラリア

原虫が検出されたことを考慮すると,本種が秋の鳥マラリア原虫の伝播において重要な役割

を担っている可能性が示唆された｡

第三章では鳥類群集における鳥マラリア原虫の感染環を調べ渡り鳥によって外来の病原体

が日本産鳥類群集に持ち込まれる可能性を検討する目的で,シギ･チドリ類や,ガン･カモ

などの渡り鳥が飛来する東京港野鳥公園に生息する蚊群集の季飾消長や鳥マラリア原虫の感

染保有率,吸血振動物を調べた｡2007年4月～10月の間,2日間の調査を毎月2回,ドライ

アイストラップ12台,BG-Sentinelトラップ1台および園内3箇所における90分間の捕虫

網採塊により行った｡蚊の形億分類と分子分類に基づき種同定を行った結果,アカイエカ群,

コガタアカイエカ,イナトミシオカ,ヒトスジシマカを優占樺とする7種が捕櫻され,優占

樺の季節消長には違いが見られた｡吸血源同定の結果,アカイエカ群は鳥類噌好性,ヒトス

ジシマカは哺乳類噂好性を示した｡アカイエカ群の鳥マラリア原虫陽性率は,非吸血蚊で

21%,吸血蚊で60%であり,他にトラフカクイカで鳥マラリア原虫陽性を示した｡増幅され

た鳥マラリア原虫の塩基配列を比較した結果,5つの系統が得られ,うち3系統はヨーロッ

パ等で野鳥から検出された原虫のそれと一致した｡このうち,日本では夏鳥であるイワツバ

メを吸血していたアカイエカから検出された原虫系統は,日本の野鳥での感染報告が無く,

渡り一如こよって日本に持ち込まれた可能性が示された｡今回の調査結果は,虎京港野一臨公園

において鳥マラリア掠虫の主なベクターとなっているのがアカイエカ群で,本椰と野鳥との

問で感染環が成立していることを示している｡またアカイエカ辟の発生ピークは8～9月にみ

られ,夏鳥が多く飛来する時期と対応しており,木椀が渡り鳥から吸血することで,日本産

一一志類が新規の鳥マラリア原虫もしくは蚊媒介性病原体に暴蕗される可能性がある｡

本研究は鳥マラリア原虫の感染環においてベクターとして沌要な役割を担う蚊群弗の季節消

長,病原体保有率,吸血源動物樺を併せて調査することにより,野生鳥類における一島マラリ

ア原虫の伝播経路を解明することが可能であることを示した｡本研究結光は,ウエストナイ

ルウイルスや日本脳炎ウイルスなど,鳥類が感染源となる蚊媒介性の人獣共通感染症の疫学
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的研究のモデルとしても役立つと考えられる｡また,外来の一しもマラリア原虫系統に感染した

渡り.〔吉と日本産蚊との問で碑接的接触があるという:≠実は,野鳥群集におけるモニタリング

の必要性を示唆している｡

審 査 結 果 の 要 旨

申請者は,日本の野鳥における鳥マラリア原虫の基本的な感染環を知る目的で,野外捕

集蚊からの原虫迫伝子検出および吸血源動物同定を試みた｡

まず申請者は原虫感染ニワトリを実験的に蚊に吸血させた｡本原虫のベクターであるネ

ックイシマカでは,原虫迫伝子は吸血8日後までは腹部から,その後は腹部･胸部から検
出された｡非ベクターのアカイエカでは,吸血3日後までは腹部から検出されたが,4日

目以降の検出率は著しく低下した｡これらの結果は,舶微鏡観察結果とも一致した｡吸血

源のニワトリ迫伝子は両種ともに吸血後3日まで検出できた｡以上の結果は,蚊を腹伽と

胸部に分離し,鳥マラリア原虫迫伝子をPCR法で検出することにより,蚊体内における鳥

マラリア原虫の発育段階を評価できることを示している｡
次に申謂者は秋季に発生ピークがあるヤマトクシヒゲカについて検討し,本種が鳥類を

主な吸血源としていることを明らかにした｡野鳥を吸血していた蚊の腹部から原虫迫伝子

を検出し,塩基配列を決定したところ,2系統はこれまでに報告されている配列と一致し

たが,1系統は固有の塩基配列だった｡ヤマトクシヒゲカの主な吸血源が鳥類であり,吸

血蚊から原虫が検出されたことは,木桶が秋の鳥マラリア原虫の伝播において重要な役割

を担っていることを示唆している｡

続いて申請者は,渡り鳥によって外来柄原体が国内に持ち込まれる可能性について東京

港野鳥公園を調査地とし検討した｡アカイエカ群の鳥マラリア原虫陽性率は,非吸血蚊で

21%,吸血蚊で60%であり,増幅された原虫迫伝子の塩基配列を比較したところ,5系統

が得られ,うち3系統はヨーロッパ等で報告されたものと一致した｡夏鳥のイワツバメを

吸血していたアカイエカから検出された原虫系統は,日本の野鳥での感染報告が無く,渡

り鳥によって日本に持ち込まれた可能性が示された｡これらの成績はアカイエカ群が鳥マ

ラリア原虫の主なベクターで,本種と野鳥との間で感染環が成立していることを示してい

る｡またアカイエカ群の発生ピークが夏鳥の多い8～9月であることから,本種が国外から

の新規鳥マラリア原虫の伝播に関わる可能性を示唆している｡

本研究の成果は鳥類を感染源とする蚊媒介性人獣共通感染症の疫学的研究のモデルとし

ても役立つと考えられる｡

以上について,審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合獣医学研究科の学位論

文として十分価値があると認めた｡
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